
市政ニュース
http://www.n-jcp.jp

名古屋市中区三の丸三丁目１－１
電話052(972)2071 FAX052(972)4190
発行・日本共産党名古屋市会議員団

日 本 共 産 党
名古屋市議団

2022年2月25日
№224

2月25日の名古屋市会本会議で補正予算案等の議案質

疑が行われ、江上博之議員が天守閣木造復元と名古屋

高速道路について質問しました。

2022年12月完成予定を2024年3月に
天守閣木造復元は2020年7月の天守閣完成を条件に公

募され、2017年5月9日に工事会社と基本協定を結びま

したが、公募条件に反して２年以上延長の2022年12月

に天守閣を完成させ、その後９年間で石垣の保全する

協定でした。事業費は最大でも400億円と答弁していま

したが消費税込みで505億円となりました。

ところが、昨年11月18日、当事者間で、完成期限を

「暫定的に令和６年（2024年）3月31日）」と覚書を取

り交わしました。

今回の補正予算は、この覚書を踏まえ、予算の支払

期限を「暫定的に令和５年（2023年）度まで」と提案

するものです。江上議員は「今年12月31日の天守完成

は不可能なので、暫定的などといわず、きっぱりと事

業中止し、見直すべきだ」とただしました。

どんどん延びる完成時期
完成時期を延長するの

は、現天守閣解体と木造

復元を一体とした現状変

更許可の取得に至ってい

ないためです。このため

見通しもないまま莫大な

経費で木材を購入。その

木材を保管するだけでも

経費が膨らんでいきます。

石垣も、穴倉石垣や天

守内堀の御深井丸側石垣が深刻な状態でいつまでに解

決できるかわかりません。

特別史跡名古屋城跡全体整備検討会議に対しても、

基本計画を来年3月までに作成すると名古屋市の姿勢を

表明しただけで、有識者の確認を得たわけではないこ

とが明らかになりました。江上議員は「事業の見通し

がないのに目標を表明し、その時になったら、弁解を

する。そんなことの繰り返しはもうはやめたらどうか」

と指摘しました。

バリアフリーは1階まで？
バリアフリーの昇降技術の公募予算を繰越しますが、

大天守の「少なくとも１階に昇降ができることとし、

可能な限り上層階まで登ることができること」という

公募内容です。

江上議員は「最上階に行けるようにするのがバリア

フリーです。こんな条件でバリアフリー対策といえる

のか。このような強引に進めてきた木造復元事業は、

中止を」と強く求めました。

補正予算案に対する質疑 江上博之議員（2022年2月25日）

名古屋城天守閣木造復元の完成時期

メド立たず「暫定的」

名古屋城天守閣整備事業におけ
る製材した木材の保管料

保管期間 金額

2020年7月～
2021年3月

7,362万5千円

2021年4月～
2022年3月

9,816万6千円

2022年4月～
2023年3月

9,998万5千円
(予算）

計 2億7,177万6千円

これ以降も工事が伸びれば毎年
1億円程度必要になります

天守閣整備事業に関する基本協定書と覚書

基本協定書（2017年5月9日） 覚書（2021年11月18日）

・事業期間は2031年11月30日
・天守閣の完成期限は

2022年12月31日
・事業費総額は461憶7千万円

(別に消費税)

・天守閣の完成年度は
2024年3月31日

・完成期限は暫定的なもの、
必要に応じて見直し協議

（現状変更許可の取得が未定）

都市高速工事で２度目の立ち退き
終の住まいまで奪うのか

高速道路公社への建設資金貸付金10億円余を繰越し

ます。建物所有者や地権者との交渉に時間を要してい

るという理由で、黄金インター拡張だけ見ても、地権

者は40軒近くあります。

40年前の高速道路建設で移転した人のうち５軒が今

回も移転対象です。終の住まいのリフォームをした高

齢者も１人住まいを覚悟してのリフォームです。長屋

の１人暮らしの方も家族との関係をどうするか。80歳

を超えて住み慣れたところを移転し、その後どう生活

していくか大変です。接続道路で、地域は東西に分断

され、自動車公害で残る世帯にも影響します。

高速道路建設にあたっての

「３条件８項目」に「住民の

理解と納得を得る」とありま

す。江上議員は、交渉にあたっ

てこの確認をしっかり守ると

ともに、「地域の人たちを不

安にする事業は中止すべき」

と求めました。


